「どうやら 酒の 酔 もさめ かけた ような —— 」 

竜 之 助 はまた 暫 らく 眼 をつ ぶ つ て、 言葉 を 休めて い 

ましたが、 

「浜、 甲 州 は 山国 なれば、 さだめて 雪 も 積る ことで あ 

ろう」 

きん ぽ うざん おろし 

「はい、 金 峰 山嵐が 吹きます 時 なぞ は、 わたしの 故郷 

やわた たま 

八幡 村 あたり は 一 一尺 も 溜る ことがあり まする」 

こんな こと を 途切れ途切れに 話し合って、 雪 を 外に 

今日は 珍ら しく も 夫婦の 仲に 春風が 吹き 渡る ように 見 

えま， t9 

悪縁に 結ばれた 夫婦の 仲 は 濃い 酒 を 絶えず 飲み つづ 



「故郷と は？」 

えんざん さしで 

「しおの 山と は 塩 山の こと、 差 出の 磯 はわた しの 故郷 

八幡 村から 日 下部へ かかる 笛吹 川の 岸に あります る」 

「ああ 左様で あつたか …… 」 

しおの 山、 さしでの 磯に …… 

竜 之 助 は 無意識に 歌い 返して みました。 

「ここにい て 笛 を 聞く の は 風流で) y ざ ん すが、 この 寒 

空に 外 を 流して 歩く お 人 は、 さぞ つらい ことでしょう」 

お浜 も、 炬燧 に、 つめたく なった 手 を 差し入れて、 

「それ も 若い者な らば ともかくも、 今の 虚無僧の よう 

に 年 をと つ た 身で は」 



竜 之 助に は、 このごろ 初めて 父の ことが 気に かかる 

ようになった らしい。 島 田 虎之助 を 極力 ほめて いた 父 

がてん 

の 言葉が、 昨夜と いう 昨夜、 ようやく 合点が行 つてみ 

ると、 父 はや はり 眼の 高い 人であった …… それで 自然、 

のぼ 

今までに 出なかった 父の 噂が 唇の 先に 上 つ て 来る ので 

「御 無事で おられ ますこと やら。 世間 さえな くば、 お 

見舞に 上ろう もの を」 

きしん そそ 

お浜の 附け 加えた る 言葉 は 竜 之 助の 帰心 を嗾 るよう 

に 聞え たか、 

「浜 —— _ 



「はい」 

「二人で 一度、 故郷へ 帰って みょう か」 

「あの、 お前 様が 沢 井まで …… 」 

「うむ、 最初に は 甲 州 筋から、 そなたの 故郷 八幡 村へ。 

あれよ リ大 菩薩 を 越えて みょう か」 

「それ は 嬉しい ことで ござんす が —— 万 一 の ことがあ 

りまして は」 

^ お サ ねん 

お浜の 面に は 懸念 の 色が 浮び ま す。 

「忍んで 行けば 大事 は あるまい」 

「お詫び は 叶い ませぬ か」 

しょせん 

「所詮」 



「あの 沢 井のお 邸に お住まい になれば、 どんなに 肩身 

が 広いで しょう」 

しょうが い 

「あさはかな こと を 言うな、 生涯 あの 邸に は 住まわ 

れぬ」 

おおかた 

「もう 土地の人 とても、 大方 は 昔の こと は 忘れた で ご 

ざんしょう」 

「いやいや、 あの あたりに 住む 甲 源 一 刀 流の 人々 は、 

いまだに 拙者 を 根深く 恨んで いるに 相違ない」 

「もとはと 申せば 試合の 怪我、 そんなに 根深く 思う も 

の は ござんすまい」 

う ちギ J ん 

竜 之 助 は 答えず、 暫 らく 打吟 じて、 思い出し たよう 



芹 沢 鴨と 机 竜 之 助と は 一室で 話 を 始めて います。 さ 

ほど 広い 家で もない から、 次の間で はお 浜が 客 を もて 

なす 仕度の 物音が 聞え る。 お浜の 方で も、 二人の 話し 

声が よく 耳に 入ります。 

「時に 吉田 氏」 

芹 沢の 声が 一 段 低くな つて、 

「昨夜の ざま は、 あり や 何事 じ や」 

「なんとも 面目がない」 

I 土方め も 青菜に 塩の 有様で 立 帰り、 近 藤に 話す と、 

みめ 、 

近 藤め、 火の ように 怒り、 今朝 未明に 島 田の 道場へ 押 



しょうじ ギ J わ 

ありあ リと 聞き取った お浜 は、 我 を 忘れて 障子 際に 

耳 を 寄せよう とすると、 乳房が よく 寝て いた 郁太郎の 

面 を 撫でて、 子供 は 夢 を 破られん とし、 むず かって 身 

あや 

を 動かす ので、 お浜 は あわてて かかえて 綾な します。 

それから 話 はまた 小声に なって、 何だか 聞き分けら 

れ ません。 暫くあって、 

いとま 

「しからば 拙者 はこれ でお 暇 を 致そう、 貴殿 もよ く 

よく 考えて おき 召されよ」 

芹 沢 はこう 言い捨てて 帰る らしい から、 お浜 も そこ 

を 起きよう とすると、 

「その 宇津木 兵馬と やら は どこに いる」 



立つ 芹 沢に 問い かけた の は 竜 之 助です。 

「それ は 明かされぬ、 それ を 明かして は あったら 少年 

が 返り討ちになる。 しかし、 御用 心 御用 心」 

「うむ —— 」 

竜 之 助 は 押 返して 問う こと をし なか つ たと 見えます _ 

「与 八さん、 わたし はこのお 邸で 死ぬ か、 そうでな け 

れば このお 邸 を 逃げ出す より ほかに 道が なくなり まし 

た」 



その 翌朝に なると、 お 松の 頭が 重くて 熱が ある。 つ 

とめて 起きて みたけれ ども、 ついに 堪えられないで、 

ど つ と 寝込んで しまいました。 

お 滝 もやって 来て 心配そう な 面 をす るが、 それより 

も 与 八の 心配 は 容易な もので はない のです、 医者 を 呼 

ぶこと はよ して くれと、 逃げて 来た 手がかり を 怖れて 

し. 5 

お 松が 頻りに 止める もの だから、 

かぜぐすり く とん 

「それで は 風邪薬で も 買って 来べ え。 それ、 蒲団 を 頭 

か すき ま 

のと ころから よく 被つ ていね えと 隙間から 風が 入る」 

与 八 はお 松に 夜具 を 厚く 被せて やって、 風邪薬 を 買 

いに 出かける と、 それと 行 違いの ように やって来 たの 



のよう な 頭 をした 医者が 一 人、 泥の ように 酔うて、 

「や あ 失礼 失礼」 

起きよう とする が 腰に 力が 入らない おかし さ。 やつ 

とのこと で 起きて 面 を 上げる と、 竜 之 助 も 吹き出さず 

に はおられなかった の は、 いい 年 をした お医者さんが 

ひょっと こ めん 

潮 吹の 面 を かぶって、 その 突き出した 口 を ヒョィ と 

竜 之 助の 方に 向けた からです。 

「お起きなさい」 

竜 之 助 は 苦笑いしながら 医者の 手 を 取って 起して や 

ると、 

「チギ失ギ，! 



「ナ 二お じさん、 大丈夫 だよ、 この 先生 はいつ でも 

よ つ まら ま-う 

酔 払って るんだ から 放っとけば 一 人で 帰る よ」 

「や ー い 子供、 踊れ 踊れ、 踊りの 上手な 奴に この 面 こ 

を やる ぞ、 そら、 こんな ふうに 踊れ」 

面 を かぶった まま 章魚の ような 恰好 をして 踊り 出し 

たので、 往来に 見て いた ものが 一度に 吹き出します。 

竜 之 助 は それ をし おに 振り切って 新 黒 門の 方へ 行く。 

竜 之 助が 新 黒 門 を 広小路の 方 へ 廻ろうと する 時分に、 

すれちがった 人が あります。 竜 之 助の 方で は 気がつか 

なかった が、 先方で はふい と 歩み をと どめて、 二三 間 



こう 考えて きて、 何やら 穏やか ならぬ 雲行きが 兵馬 

の 胸の 中に 起リ 出し、 

「 待 て —— 机 竜 之 助が 得意の 手に 音 無 しの 構えと いう 

のが あると —— あの 吉 田な にがしの 手 は —— あれ は 音 

無しの 構えで は あるまい かしら。 音 無し、 むむ、 そう 

思えば いよいよ 思い当る。 あの 年頃 は 三十 三 四、 竜 之 

助、 竜 之 助 …… あれが 兄の かたき 机 竜 之 助で は ある ま 

ヽ ゝ I 

レカ」 

つらぬ しょうこ 

兵馬の 心 を 貫く 暗示。 なんらの 証拠が ある わけで 

きた 

はない が、 こう 思い 来る と、 今 すれ違つ たのが どうも 

きびす 

竜 之 助ら しい。 兵馬 は 踵 を 廻して 黒 門の 方へ 取って 



子供ら は 寄って たか つ て 道 庵 を 起し、 

「お 家へ 担いで 行こう、 わつ しょ、 わつ しょ」 

この 騒ぎで 宇津木 兵馬 は 机 竜 之 助の 姿 を 見失って、 

その 日 は それで 帰りました。 

五 

お 松の 病気 も 大分よ くな りました。 よくな つたと は 

言う ものの、 半月 あまり も 寝た ことです から、 その 間 

の 与 八の 骨折りと いう もの は 大した もので ありました _ 

伯母のお 滝 は 例の 如く 空お 世辞 を 言って は 金 を 借り 



そうだね」 

お 滝が 早く も 眼 をつ けたの は、 ずっと 昔、 お 松が 

うらじ ゆ < 

裏 宿 の 七兵衛 から 貰った 藤 四郎の 短刀です。 

しょうね 

お 松 は 返事に 困って、 この 伯母と いう 人の 性根が ど 

こまで 卑しくな つた かと、 それ を 悲しむ のみで ありま 

お 滝が その 品 を 道具屋に 見せて ごらんと すすめて 

帰った あとで、 お 松 は 思い出し たように、 手文庫 を 調 

ベ て 錦の 袋に 入れた 短刀 を 取り出して 鞘 を 払って なが 

めました。 

暫 らく 手入れ をし なかった が 名刀の 光 は 曇らず、 そ 



「まあ 与 八さん、 お前、 知らないの」 

「何 だね」 

「何 だね じ やない よ、 さっき 伯母さんが、 ちゃんと 近 

所へ 御 挨拶 をして 移転 をして おしまい じ やない か」 

「移転 を？」 

「そうさ、 その 前に そら、 お前さんと 一 緒に 来たお 松 

むすめし ゆ 

さんと いう 可愛らしい 娘 衆 は 駕籠で お出かけ じ やな 

ヽ ゝ I 

レカ」 

「ちっとも 知らね え、 俺 そんな こと はちつ とも 知らね 

え」 

かお ふる 

与 八 は 面の 色 を 変えて 唇を顫 わせる。 



「 岁 ォ あ 04 II 

お浜 は 寝床から はね 起きます。 その 途端に 鼠 はポン 

と 郁太郎の 面の 上へ 落ち かかる と、 郁太郎 は 火の つく 

ように 泣き出します。 

「おお、 坊や、 坊や」 

お浜 は 急いで 郁太郎 を 抱き起す。 鼠 は その 間に 襖 

を 伝わって 天井の 隅の 壁の くずれの 穴へ 入って しまい 

しぼ 

ましたが、 郁太郎の 泣き声 は 五臓から 絞り出す ようで 

「おお、 よいよ い、 鼠 は 行って しまった」 

お浜 は 抱きす かして 乳房 を 含めよう とすると、 その 



乳房の 背に，. 一 痕の 血。 

「あなた、 お起き あそばせ、 大変で ございます」 

お浜 は 片手に は 泣き叫ぶ 郁太郎 を 抱えて、 片手 を 伸 

ベ て 無 一 一 無 三に 竜 之 助 を 突き 起します。 

「何事 だ」 

眼 を さました 竜 之 助。 郁太郎の 泣き声に も 驚かされ 

たが、 自分の 身体の 手の 触る ると ころが、 水で 漬けた 

ような 汗で あるのに も 驚きました。 

「よく 見て 下さい まし、 坊やが 鼠に 嚙 まれました」 

「ナ 二、 鼠に？」 

ちぐ 

「はい、 大きな 鼠が あの 仏壇から 出て、 この 中に 潜り 



睨めて 歯嚙み をす る。 

郁太郎の 苦しむ こと さえな くば、 室の 中 も 戸の 外 も、 

うしみつどき ふ 

静まり 切った 丑 三時で、 しんしんと 更けて ゆきます。 

天井で はまた しても 鼠が 走せ 廻る、 その 足音が 「ざま 

を 見ろ」 というよ うに 聞え る。 

かたき 

お浜 は 天井 をまで も 仇の ように 見上げて、 見下ろ 

矛うた ■ -， 力ま そ 

すと、 痛々 しい 繃帯が 泣き 疲れた 郁太郎の 繊細い 首筋 

を 締めつ ける ものの ように 見えて、 わけもなく かわい 

そうで かわいそうで たまりません。 

「坊や、 大切に おし、 咽喉 はだい じだから ね」 

お浜 はこう 言って ホロ ホロしながら、 じ つ と 我が 子 



ん という 因果だろう ねえ」 

お浜 は 泣きながら 我が 子の 面 を 見て いたが、 

ばち 

「ああ 罰 だ、 罰 だ、 これが ほんとの 天罰と いうのに 違 

いない」 

ふとん 

投げ出す ように 郁太郎 を 蒲団の 上に 差 置いた お浜の 

眼 は、 物に 狂うよう に 光って おりました。 

お浜が いまさら 天罰 を 叫ぶ は 遅かった。 しかし、 遅 

かれ 早 かれ、 一度 は 天罰 を 悟って みるの も 順序で あり 

ま ^9 

きず 

我が 子 なれば こそ、 これほどの ささやかな 創に 気 も 

狂う ほど 心配す る もの を、 今お 浜が、 



ちな 力ら 

「ほんと に、 どうしたので しょうお 医者 様 は …… 」 

からだ 

郁太郎 は 泣きじゃく つ てピ クリビ クリと 身体 を 動か 

すば かり。 やはり 眼 を 見開いて、 母親の 面 を 睨んで い 

ま ^9 

あ）' ちナ 

ちょうど 有 明の 月が y J の 窓から は 蔭になります けれ 

ども、 月の 光 は 江川の 本邸の 内の 土蔵の 棟に 浴び か 

かって、 その 反射で 見た 我が 子の 面が、 この 世の 人の 

ように は 見えなかった ので、 

「坊や、 みんな 母さんが 悪かった の だよ」 

こう 言 つ て 涙 を ハラ ハ ラと 郁太郎の 面に 落しました 



り晴 けな ヽ. 」 

お浜 は 繰返し 繰返し 竜 之 助の 帰りの 遅い こと を 恨ん 

で、 

「どうして 現在 自分の 子にまで、 こんなに 情愛がない 

のでしょう」 

いったん 悪縁に 引かされて、 お 互いに 切っても 切れ 

ぬよう になつ たれば こそ、 二人 は ともかくも 無事に こ 

こまで 暮 した けれど、 お浜に とって は 竜 之 助の 愛情が 

いつも 不足に 堪えられなかった のです。 お浜 はじつ さ 

そそ 

い 竜 之 助から、 もっと 濃い 情愛 を濺 がれたかった はず 

ひや 

なのに、 それ は 存外 冷やかで、 時として はお 互いの 心 



「郁太郎 はお 前 様の 子で はあり ませぬ」 

「何 を 言う の だ」 

「この 子 は 死んで しまい ますのに」 

「なに？」 

竜 之 助 は、 お浜の 例の 我儘な 突つ かかりが 始まった 

と 思うた が、 今日は そんな 嚇し 文句に 対して 思いの ほ 

か 冷淡で、 

I 寿命なら 死ぬ も 仕方がない」 

「まあ …… 」 

お浜 は 凄い 目 をして 竜 之 助 を 睨みました。 竜 之 助 も 

また 沈み 切った 眼 付で お浜 を 睨み 返す。 いつもな らば 



屋で夜 を 明かし、 上野 原の 親戚 を そっと 欺いて 旅費 

を 借りて、 それで 二人が 甲 州 街道 を 江戸へ 下った 時、 

やはり この 袷 を 着て いたのであります。 

ここに 世帯 を 持って から、 屑屋に も 売られずに 残つ 

ている ことが 思い出の 種。 和 田へ 来る とき 甲 州の 姉が 

贈って くれた この 袷。 自分 はいい 気になって、 ずい ぶ 

とりし キ J 

ん姉様 を もない がしろ に 取仕切った、 それでも 姉 夫婦 

は 自分が 宇津木へ 縁づ くに つ いて はさま ざまに 力 を 入 

れて くれ、 この 着物な ども 姉 様が 手 縫に して 下す つた 

もの。 

ォカ まま 

お浜 は それ を 思う と 自分の 我儘で あり 過ぎた こと、 



ました。 

袷 を 投げ出した 時 —— 衣類の 間に 見えた の は 袋に 入 

ひと ふリ 

れた 一 口の 懐剣です。 

お浜 はこの 懐剣 を 見る と、 

「死！」 

， ，- の 世で 最も 怖ろ し い 感情。 

いきはじ さら 

「生きて 生 恥 を 曝す より、 いっそ 死のう」 

これが この 瞬間に 起った 考えで ありました。 

お浜 は 今まで 死ぬ 気はなかった のです、 郁太郎 をつ 

かく 

れて とにかく この 家 を 出て、 広い 世間の どこかに 隠れ 

家 を 見つけようと、 無鉄砲な 考えで 胸 も 頭 も いっぱい 



でした。 

生きる 執着が 残って いたれば こそ、 いろいろと 思 

い 煩 つた もの を、 それが 全く 取れて しまえば、 もう 道 

は 開けた ので …… その 道 は 地獄より ほか 行き場の ない 

道で は ある けれども。 

お浜 は 手早く 懐剣 を 拾い 取って、 盗み 物 を 隠す よう 

に 懐中へ 入れて みると、 胸 は 山の くずれる ような 音 を 

ひび か. *i 

して 轟きました けれども、 お浜の 面に は 一 種の 気味の 

よいよう な 笑いが ほのめいて、 じっと 眼 を 行燈の 光に 

つけた まま 失神の 体で 坐って いる。 

「浜、 浜 はま だいる か」 



ます。 お浜 は ジロリ とその 面 を 見上げ ましたが、 つん 

と 横 を 向いて 取合いません。 

「浜、 お前 は どこへ 行く つもり だ」 

「存じません」 

「まあよ いわ、 先刻お 前から 離縁の 申し出が あってみ 

せんべ つ 

れば 赤の他人 …… いや、 まだ 餞別に 申し 残しが あった 

の だ、 よく 聞いて おけ」 

竜 之 助 は 立った なりで、 

「おれ は 近いうちに 宇津木 兵馬 を 殺す ぞょ」 

「兵馬 を 殺す？」 

お^は 镔を 向け直す。 



「うむ、 兵馬 を 斬る か、 兵馬に 斬られる か …… 」 

「それ は —— 」 

「まさか 兵馬が 小 腕に 斬られよう とも 思わぬ、 毒 を 食 

や 、- ば 

わば 皿までと いう ことがある、 宇津木 兄弟 を 同じ 刃 

に …… 」 

ほとばし 

竜 之 助の 蒼白い 面に 凄い 微笑が 迸 る。 

ましょうめん 

お浜 は 真正面から その 面 を 見上げて、 この 時 は 怖ろ 

しいと はち つ とも 思いませんでした。 

「お殺しなさい —— 」 



て 島 田の 周囲 をグ ルグル 廻って いるう ちに、 眼が 眩ん 

ち-つ +P う ま 

で 鼻血が 出て、 そこへ 香の 煙が 濠々 と 捲いて 来て 息が 

詰まる。 その 時に ヒャリ と 自分の 首筋に 冷たい もの。 

「ゃッ 何者！ 誰 だ！」 

夢 を 破られた 竜 之 助、 パッと 跳ね起き てむ ずと 押え 

やわ しらよ 

たの は 和ら かい 人の 手、 その 手首に は 氷の ような 白刃 

が 握られて ありました。 これ は 夢で はない、 たしかに 

現実。 

「や あ、 浜で はない か」 

竜 之 助の 上から 乗り かかって、 彼の 首に 短刀 を 当て 

たの は、 現在の 自分の 妻の 仕業で ありました。 



けろ のと 騒ぐ 峠 は 越して、 言葉に も 相当の 条理が ある。 

「わたし もお 前 様に おとなしく 殺されて 上げます から、 

すな お 

お前 様 も どうぞ 素直に 兵馬の 手に かか つて 殺されて 下 

さい、 そうすれば、 あれ もこれ も 帳消し …… 罪 ほろぼ 

しと やらに なりましょう から。 ねえ、 竜 之 助 様」 

おなりもん そと 

御成門 外で 人の 足音、 増 上 寺の 鐘。 

「人殺し I 」 

竜 之 助 は ついにお 浜 を 殺して しまいました。 

十 一 



机 竜 之 助 は果し 合いの 場へ 出て 来ませんでした。 

果し状 をつ けられながら 逃げる と いう はこの 上 もな 

き 恥辱。 ザ ^ とに 人 を 殺せば 血 を 見る はずの 竜 之 助が ザ J 

の 場合に、 逃げ去る と は 甚だ 合点の ゆかぬ ことです。 

やくじょ-つ 

しかしながら 約定 の 時刻に も 赤 羽 橋へ 来る という 

こ ともなく、 新 銭 座の 家へ 行って 見れば、 家の 中 はさ 

ん ざんで あるのに、 子供が 一 人、 声 を 涸らして 泣いて 

ゆくえ 

いるば かり。 手 を 分けて 行方 を さがした けれども わか 

らず、 これが ために その 日の 果し 合い は 中止。 宇津木 

兵馬 は 残念の 余り、 張り詰めた 勇気 も 一 時に 砕く るの 



思いで したが、 ここに 唯一 の 手がかり というの は、 机 

竜 之 助が 芹 沢 鴨に 宛てた 書面 一 通 を 発見した ことで、 

その 中に、 

「兵馬 を 斬って 後、 拙者 は 予ての 手 害の 通り 京都へ 

立 退き 申すべく …… 」 

もん ごん 

と いう 文 言です。 

この 手紙 を 見れば、 竜 之 助が 今日の 果し 合いに 立 合 

もちろん 

う 覚悟 は 勿論の， J と、 立 合えば 必ず 兵馬 を 斬る ことに 

自分で きめ、 兵馬 を 斬れば 京都へ 飛ぶ その 手 害まで 整 

うていた ものと 見えます。 それほどの 覚悟が 出来な が 

ら 逃げる と は 何事であろう。 これ は 誰に もちよつ とわ 



返って しまった、 あんな 世話 甲 勢の ない 子と いう は あ 

リ やしない」 

「それほど 馬鹿な 女と は 思いませんで したが、 いった 

い、 どっちの 方へ 逃げました か、 手がかり は ございま 

せんか」 

て +* 、-■ 

「いっこう 知れません、 いろいろ 手配 をして 探して み 

ました けれども、 どうしても わかりません。 お前さん 

の 方へ も 飛脚 を 立てて みょうと しました けれども、 殿 

様が おっしゃ るに は、 そんな 腐った 奴 を 騒ぎ立てて 探 

すに は 及ばない と、 それなりに してあります が、 わた 

しの 身になる と、 殿 康には 面目が ないし、 自分で は 腹 



紙屑 買いの 言葉が 妙に 改ま つ て、 

「私共の 面に はお 見覚えが) J ざ ん すまいが、 私共の 方 

に は 旦那のお 面に ようく 見覚えが ござります」 

「何 だ、 私の 面に 見覚えと は」 

「へへ、 何 を 隠しましょう、 と 大きく 出る ほどの 者で 

で つ ちぼラ こラ 

は ございま せんが、 実は あの ころ 山 岡屋に 丁稚奉公 を 

してお りました」 

「は あ、 山 岡屋の 番頭さん か、 それ はお 見 外れ 申し ま 

した」 

みせさき 

「ちょうど、 旦那が あのお 松と いう 子 を つれて 店 前へ 

おいでな すった 時、 お 面 をよ く 見覚えて おきました」 



「今度 は 屑屋さん 先へ おいで」 

二人 はまた 歩み 出す と、 西の 空が ポ— ッと 赤くな り 

「あれ、 あんなに 赤く」 

「火事 だ」 

「新 宿の 方 だね」 

「でも、 風がない から 大した こと はありますまい」 

言つ ている うちに 火の 赤る みはよう やく 大きくなる _ 

「たしかに 新 宿の 方角 だ、 早く 行こう」 

「足が 痛う ございます」 

ひきず 

七 兵衛は 紙屑 買いの 手 を 取って 引摺 る。 紙屑 買い は 



でに 涙が こぼれます。 与 八 は 善い こと をして は、 いつ 

でも それが 悪い 結果になる。 あれ もこれ もみん な 自分 

つみ ほろ ついぜん 

が 馬鹿 だから。 これから は 罪滅ぼしに 多くの 人の 追善 

を はかり、 かたわら この 子 を 育て上げて 立派な 人に し 

て 申し わけ を 立てねば ならぬ。 与 八に は 人を怨 むと い 

う 考えがなくて、 一 も 自分が 悪い、 二 も 自分が 悪いで 

通つ て 行く のです。 

おら おおせん せ、. 

「俺の 大 先生に 拾われた ところ はこ こだ」 

与 八 は その 昔、 自分が 拾われた というと ころへ 来て 

一 休み。 



吊された 手づ くりの 草鞋 一 足 を 引き抜いて、 

「峠 を 三度 上り下りしても 大丈夫、 金の 草鞋と いうの 

でございます」 

老人の 癖 は 自慢で ある、 水 を 飲ませる にも 草鞋 を 売 

まと 

るに も、 すべて 自慢が つき 纏う。 

「それ はそうと お 武家 様、 今から 草鞋 を 穿き 換え て い 

ずれ へ ) ，- ざら つし やる」 

あしもと 

竜 之 助の 穿き 換える 足 許 を 見ながら、 老爺が 不審 を 

打った の は、 この 宿 で 泊る にしても、 坂 下まで 行く に 

しても、 まだ 持ちそう な 草鞋 を 捨てる の は 早い。 

竜 之 助 は その 不審に 答えなかった から、 老爺 は 



ら」 

おろ きせる 

敷居の 上へ 腰 を 卸して 煙草入れ を 引抜き、 太い 煙管 

力ます 

を 取り出して 口にく わえ、 队を 横にして はたいて みる _ 

「いくらになる」 

「へえ、 亀 山から 一 里 半の 丁 場で ござい」 

「よろしい」 

竜 之 助 は 財布 を 取り出して、 小銭 百 文 を パラ リと縁 

台の 蓮の 上へ 投げ出して、 その 取る に 任せる と、 黒 坂 

は 横目で、 

「有難う ございます」 

その 小銭 はま だ 手に だ も 触れないで、 女の 方 を 流し 



目に 見て、 

「御新造、 酒手の 方 を いくらか …… 旦那に 話して みて 

いただきて えもんで ございます」 

女 もまた この 時、 竜 之 助の ある こと を 初めて 知って 

いかにも 気の毒 そうに、 

「そんな 無理な こと を 言う もので はあり ませぬ」 

「無理と は どっちの 言う こと だ 御新造、 いったい お前 

様 は 亀 山の どこから おいでな された、 お前 様の 駕籠に 

乗り 方が あんまり あわただし いから、 ずいぶん 酒手 を 

貰う 筋が あると 睨んだ のに 何が 無理 で え 」 

「まあ、 どうしましょう I 



こう 言いながら この 場へ 龃け 込む ようにし たの は、 

やさおとこ 

旅の 姿 はして いるが つやつや しい 優男。 

「真さん、 わたし は ひどい 目に 遭いました わい な」 

女 は 男の 姿 を 見かける と ォロォ 口と 泣き かけた ので 

「お前 は 泣いて いる、 まあ、 どうした もの じ やい な」 

男 は 近寄って 女の 背 を 撫で、 髪の毛まで も搔き 上げ 

て やり、 他の 見る 眼 も 親切に いたわります。 

「悪い 駕籠 屋に 難題 を かけられて 危な い 目に 遭う と マ J 

ろ を、 これにお いでのお 武家 様に 助けてい ただき まし 

た」 

「おお 悪い 駕籠 屋に …… わし も それ を 心配して いた… 



…これ はま あ、 いずれのお 方 様 やら、 御 親切に」 

そう そ つ 

若い 男 は 竜 之 助の 方に 向き 直り、 倉卒の 場合ながら 

折 屈み も 至 つ て 丁寧であります。 

この 若い 男の 語る ところに よれば、 男 は 京都の 者で 

女 は 亀 山、 二人 は 親戚の 間柄で、 一緒に 伊勢 参宫 をす 

ると て、 この 宿で 待ち合わせる 約束であった とのこと _ 

竜 之 助 は、 一 一人が こもごも 申し述べ るお 礼の 言葉 を 

聞き流して、 

「おのおの 方 は 早く ここ をお 引取りなさい、 また 悪者 

めんどう 

が 立 帰る と 事が 面倒 じ や 」 

「左様ならば」 



身に 火の ついた もの は 井戸の 中へ も 飛び込む。 竜 之 

さぴ 

助 は 心頭に 燃えさ かる 火 を 消さん がた めに、 わざと 淋 

しいと ころ 怖ろ しいと ころ を 求めて 行く のか 知らん。 

とんぐ 1 つ 

闇 をた ど つ て 忍びやかに 鈴 鹿 明 神の 頓宫に 入 りこんだ 

ほう 

竜 之 助 は、 とりあえず 荷物 を 抛り 出して、 革袋の 中 か 

ろうそく つけぎ ゆか 

ら火打 道具と 蠟燭と 懐中 付 木と を 探って、 火 をつ け 床 

に 立てて、 濡れた 笠と 合羽 を 脱ぎ捨てて、 また 革袋 か 

こぢ ようちん 

ら小 提灯 を 取り出し、 床に 立てた 蠟燭を それにう つし 

て 一 通り 社殿の 中 を 見廻しました。 

荷物 を 枕に してみ たが 眠れない。 

お浜に よう 似た 女の ことが、 どうも 眼 先に ちらつい 



せめ つづみ いびき 

攻鼓 のように 響いて 来る。 と、 その 中に 人の 鼾。 

「はて、 人の 鼾が する ようじ や」 

竜 之 助 は 小 提灯の 光 を 揚げて 見る と、 四隅の いずれ 

ぬし がく 

にも 鼾の 主 は 見えないで、 見上げる ところに 大きな 額 

流る る 如き 筆勢で、 

うきよ 

鈴 鹿 山、 浮世 をよ そに 振りす てて 

いかにな り 行く 我 身なる らん 

さい * きょうほうし 

これ はこれ 西 行 法師の 歌で ありました。 

十七 



「お前に そう 言われる と、 わし は どのよう にして よい 

やら」 

もた 

床の 柱に 凭れて 若い 男 は 思案に 暮れて いる 様子 を、 

それと 向き合つ て 女 はな だめる ように、 

しん こよい 

「どうと 言うて 真さん、 今宵 はこ こへ 泊って、 明日 は 

おとなし ゆうお 帰りな さるが お前の ため、 わたしの た 

めで ござんしょう」 

「それが 成る くらいなら わし はこうして- J こまで 

来 はせ ぬわい な」 

「そんなら、 どうしょう と言うの」 

「それ はお 前の 心 を 聞いての 上」 



「お雪さん が …… 」 

「あ、 島 原へ 身 を 売って しまった わい」 

男 は ホロ ホロと 涙 を こぼします。 

「まあ、 お雪さん が 島 原へ …… 」 

女 は 驚いて、 

「も 一 度く わしく 話して 下さい、 お雪 さま はもう 勤め 

にお 出な された か、 島 原 は 何とい う 家で、 それ はお 母 

様 も 御 承知の ことか」 

「このうえ 尋ねても らうまい …… ともかく それで、 わ 

しが 京へ 帰れぬ わけ を 察して たも」 

男 は 腕 を 深く 組んで、 しゃくり 上げて いるよう です _ 



「は あ、 それで はかね て 噂の あつたよ うに、 あの、 お 

前の 縁組みが …… 」 

「そんな こと はない が、 今宵 は どうぞ 帰して 下さい、 

そして わたしに も 考える ことがあります 故、 明日の 朝 

は、 きっと 出直して 参ります から」 

「もう 日 も 暮れた に、 一 里 半の 道 を …… また さいぜん 

のよう な 悪者が 出たら」 

「と言うて、 帰らねば わたしの 身が 立たず。 駕籠 は 宿 

しょう. 

に 頼んで 性 の 知れた 者 を 雇うて 行きます から」 

「それで は 強って とめても 悪い、 帰るなら お帰り」 

「どうぞ、 そうして 下さい、 その代り 明朝 は」 
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